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告　知　板

33 慣れた仕事に　ひと呼吸　初心忘れず　安全作業

　赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※11 月１日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。

入会
社名 代表者名 所在地 電話番号

アシオット株式会社 三上　楊平 194-0022
東京都町田市森野1-36-2 
セレステ町田3F

042-860-6130

ココプラント株式会社 西村　勝彦 175-0083 東京都板橋区徳丸1-43-16 03-3550-5771

株式会社ビオス 小野　健二 140-0001 東京都品川区北品川1-20-9 03-5479-1501

代表者変更
社名 新代表者名

株式会社エム・アール・ケイ

株式会社片倉キャロンサービス

又吉　孝之

井上　健一郎
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年末年始休業のお知らせ
　当協会事務局は、以下の期間、休業いたします。
　皆様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解をお願い申し上げます。

※年始は1月4日（木）より通常営業となります。

https://www.tokyo-bm.or.jp/
news-179.htm

詳細はこちら

前年の会場風景

12月29日（金）〜1月3日（水）

　令和 6年新年賀詞交歓会を以下の通り開催いたします。

　前回はコロナ禍での開催のため、着席式にて実施いたしましたが、

今回は通常の立食形式、人数制限なしで開催いたします。

日　時　  令和６年１月12日（金）12時30分〜終了14時予定

会　場　  浅草ビューホテル　４階「飛翔」
会　費　  １名 １0,000円（税込）　※当日会場にて申し受けます。

令和6年
新年賀詞交歓会のご案内
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令和5年11月、東京都から認定職業訓練功労者に対する感謝状が贈呈された。当協会からの推薦に

より、2名の講師が受賞した。

＜東京都産業労働局長感謝状＞

　13 年間に亘り、日頃の自社業務での経験に裏打ちされた幅広

い知識と技術、指導力を活かして電気設備分野の実技指導を担当

されている。

　また、講習会で使用しているテキストの改訂や講師用の実技指

導マニュアルの作成に従事するなど、教材作成や指導技術の継

承に積極的に取り組み、設備管理業務従事者の技術・技能向上

や後継者の育成に尽力されている。

＜東京都知事感謝状＞
中田　成二  氏　

JR 東日本ビルテック株式会社　
建築物施設保全委員会　所属

　就任７年間で多くの清掃従事者に対して実技指導を行い、清

掃現場の技術・技能の向上に貢献しているほか、指導技術の継

承に向けて講師向けの講習会の実施および講師用テキストの作

成など、後継者の育成にも尽力されている。

　また、清掃従事者の技能向上と成果発表の場として実施して

いる技能競技会では、採点の補佐員として運営に貢献している

ほか、清掃初心者の目線に合わせたわかりやすい指導で、受講

生に好評を得ている。

鏡池　薫  氏　

ALSOK ファシリティーズ株式会社　
建築物衛生管理委員会　所属

Topics
当協会講師に東京都から

感謝状が授与



4「いつもと違う」は怪我のもと　五感を活かした安全対策

Clip クリップボード

Board

第21回 日帰りバス旅行を実施

当協会がビルメンテナンス業を広く社会に周知

することを目的に毎年制作している、協会

オリジナルカレンダーの2024年版が完成した。

　デザインには、「第17回ビルメンテナンスこ

ども絵画コンクール」の東京地区小学生の応募作

品から、当協会独自の審査によって入賞となった

12作品を使用している。

　カレンダーは会員企業のほか、都内公立小学校

や幼稚園等にも贈呈した。

令和5年10月21日に日帰りバス旅行を実施した。本事業はコロナ禍により中止を余儀なく

され、４年ぶりの実施となったが、参加人数はコロナ禍前と同程度の35名であった。

　今回のバス旅行では山梨県の桔梗屋で信玄餅詰め放題やマルス山梨ワイナリーの見学と試

飲、ブドウ狩り等を実施した。

　当日は天候もよく、参加者は楽しそうに懇親を深めており、「次回も是非参加させていただ

きたい」等の声をいただいた。

ブドウ狩り

東京ビルメンテナンス協会オリジナル
カレンダー2024年版が完成

マルス山梨ワイナリーにて



5 もう一歩　先を見ながら行動し　今日も築こう　安全への道
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令和5年度

労働安全衛生大会
令和5年度

労働安全衛生大会
2023
Occupational Safety and Health convention

会　場：
ビルメンテナンス会館２F

参加者：
61社　90名（協会役員除く）

　10月13日（金）に令和5年度労働安全衛生大会が
開かれた。
　今回も例年同様に、東京労働局と中央労働災害防
止協会の後援を受け、各代表に臨席いただいた。今回
の講演会では、東京労働局地方産業安全専門官の小
林高士様より「第14次東京労働局労働災害防止計画
とビルメンテナンス業について」をテーマに講演があっ
た。
　参加者は、本大会でこれまで以上に強く労働安全へ
の決意を誓った。



7 お互いに　進んで磨こう　知恵とワザ　人に任すな　職場の環境

特　集 令和５年度　労働安全衛生大会

　

本
日
は
令
和
５
年
度
労
働
安
全
衛
生
大

会
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
業

界
の
内
外
に
労
働
災
害
の
撲
滅
を
宣
言
す

る
場
と
し
て
協
会
の
重
要
な
行
事
の
一
つ

に
位
置
付
け
ら
れ
、
協
会
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
３
年
間
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
の
中
で
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
こ
う
し
て
以
前
の
よ
う
な
形
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
労
働

局
労
働
基
準
部
安
全
課
長
の
伊
藤
聖
様
お

よ
び
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
理
事
長
の

竹
越
徹
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
て
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
業
界
の
労
働
災
害

に
つ
い
て
で
す
が
、
中
央
労
働
災
害
防
止

協
会
が
発
表
し
た
分
析
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

令
和
４
年
に
全
国
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
で
発
生
し
た
労
災
の
う
ち
、
約
６
割
が

60
歳
以
上
の
従
事
者
に
よ
る
も
の
で
、
事

故
の
内
訳
で
は
半
数
近
く
を
「
転
倒
」
が

占
め
て
い
ま
す
。
高
年
齢
者
の
転
倒
が
多

い
こ
と
は
産
業
を
問
わ
ず
社
会
的
な
課
題

で
す
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
こ
の

傾
向
が
特
に
顕
著
で
す
。
こ
れ
は
従
事
者

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
年
々
悪
化
し
て
お

り
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
５
月
に
は
、
世
田
谷
区

で
窓
ガ
ラ
ス
の
清
掃
を
行
っ
て
い
た
作
業

員
が
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
墜
落
し
、
命
を
落

と
す
痛
ま
し
い
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
は
ロ
ー
プ
高

所
作
業
の
発
注
者
側
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
管
理
者
と
し
て
の
責
任

が
問
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
協
会
で
は
今
年
度
、
東

京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
か
ら

講
師
を
招
い
て
管
理
者
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
ほ
か
、
発
注
者
と
し
て
作
業
の

安
全
を
確
認
す
る
た
め
の
動
画
教
材
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
改
正

さ
れ
、
事
業
者
は
洗
剤
や
剥
離
剤
な
ど
化

学
物
質
の
管
理
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
よ

う
な
労
働
集
約
型
の
産
業
で
は
、
従
事
者

の
皆
さ
ま
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
の
実
現
が
何
よ
り

も
重
要
で
す
。
当
協
会
で
は
、
職
場
に
お

け
る
従
業
員
の
安
全
と
健
康
の
確
保
を
推

進
し
、
広
く
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚
と
安

全
衛
生
活
動
の
定
着
を
図
る
た
め
に
引
き

続
き
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

各
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
日
の
大

会
を
契
機
と
し
て
労
働
災
害
防
止
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
ご
認
識
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
安
全
で
衛
生
的
な
職
場
づ
く
り
の

一
層
の
推
進
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

開
会
の
あ
い
さ
つ
（
梶
山 

龍
誠 

副
会
長
）

梶山副会長



8「めんどくさい」「これくらい、いいよ」は悪魔のささやき　自分のために必ず守ろう決まり事

労
働
災
害
の
発
生
が
ゼ
ロ
の
無
災
害

企
業
３
社
が
表
彰
さ
れ
、
記
念
の

盾
が
授
与
さ
れ
た
。

★
佳
作
（
4
作
品
）

背
後
か
ら
　
足
音
た
て
ず
忍
び
寄
る

ト
ラ
ブ
ル
防
ぐ
日
常
点
検

大
栄
管
理
株
式
会
社�

井
上�

秀
司�

様

危
険
と
は
　
慣
れ
と
油
断
と
　
思
い
込
み

初
心
に
戻
っ
て
　
安
全
作
業

東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
　

�

芹
田�

小
雪�

様

金
賞
を
受
賞
し
た
株
式
会
社
ハ
リ
マ

ビ
ス
テ
ム
の
栗
山
和
行
様
を
は
じ

め
、
全
10
作
品
が
入
賞
し
た
。
受
賞
者
に

は
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
応
募

総
数
は
３
８
４
作
品
で
あ
っ
た
。

★
金
賞
（
１
作
品
）

高
め
よ
う
　
安
全
意
識
と
健
康
意
識

誰
で
も
で
き
る
　
二
刀
流

株
式
会
社
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム
　
東
京
本
部
　

�

栗
山�

和
行�

様

★
銀
賞
（
2
作
品
）

健
康
な
　
心
と
体
で
良
い
仕
事

職
場
に
広
が
る
　
笑
顔
の
輪

株
式
会
社
ジ
ャ
レ
ッ
ク�

阿
部�

美
代
子�

様

見
る
目
、
気
づ
く
目
、
注
意
の
目
　

心
を
引
き
締
め
安
全
確
認
　

創
っ
て
い
こ
う
ゼ
ロ
災
職
場

三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
株
式
会
社
　

�

中
村�

耕
成�

様

★
銅
賞
（
3
作
品
）

危
険
の
放
置
は
み
ん
な
の
責
任
　

小
さ
な
こ
と
が
事
故
招
く
　

習
慣
づ
け
よ
う
　
安
全
確
認

栄
和
建
物
管
理
株
式
会
社�
神�
正
人�

様

健
康
は
　
こ
こ
ろ
と
　
か
ら
だ
の
　
宝
物

株
式
会
社
ク
ラ
カ
タ
商
事�

橋
本�

幸
正�
様

安
全
は
家
族
の
願
い
　
会
社
の
願
い

未
来
に
つ
な
ご
う
　
安
全
管
理

株
式
会
社
三
凌
商
事�

松
岡�

明
浩�

様

２　

労
働
安
全
衛
生
標
語
入
選
者　
表
彰

３　
労
働
災
害
・
無
災
害
企
業　
表
彰

な
ぜ
起
き
た
　
過
去
の
事
例
を
振
り
返
り

み
ん
な
で
考
え
　
安
全
対
策

三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
株
式
会
社
　

�

坪
山�

直
生�

様

一
歩
止
ま
れ
ば
　
見
え
る
は
ず

あ
な
た
の
ま
わ
り
の
　
危
険
箇
所

株
式
会
社
ジ
ャ
レ
ッ
ク�

山
嵜�

浩
司�

様

◎
10
年
間
無
災
害(

１
社)

（
平
成
25
年
4
月
1
日
～
令
和
5
年
3
月
31
日
）

株
式
会
社
五
洲
管
財

◎
5
年
間
無
災
害(

１
社)

（
平
成
30
年
4
月
1
日
～
令
和
5
年
3
月
31
日
）

東
京
電
気
清
装
株
式
会
社

◎
3
年
間
無
災
害(

１
社)

（
令
和
2
年
4
月
1
日
～
令
和
5
年
3
月
31
日
）

株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
・
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

労働安全衛生標語入選者表彰の出席者の方々と役員

労働災害・無災害企業表彰の出席者の方々と役員
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ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
で
は
重
篤
災

害
が
1
件
発
生
す
る
と
き
に
は
、

29
件
の
応
急
手
当
で
済
む
よ
う
な
軽
い
傷

害
が
発
生
し
、
そ
し
て
傷
害
の
な
い
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
が
３
０
０
件
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
篤
災
害
あ
る
い

は
軽
傷
災
害
等
の
労
働
災
害
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
傷
害
の
な
い
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
の
段
階
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

今
年
３
月
に
は
過
去
５
年
間
に
応
募
が

あ
っ
た
活
動
報
告
を
再
編
集
し
、
１
冊
の

本
に
ま
と
め
た
『
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
集
』
を
発
刊
し
た
。

現
場
で
起
こ
り
得
る
30
の
事
例
を
掲
載
し

て
い
る
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
年
度
は
50
件
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の

事
例
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
７
件

が
優
秀
事
例
に
選
ば
れ
た
。

◎
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
・
シ
テ
ィ
・

　
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

西
田 

英
雄　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
出
入
口
通
路
、
縞
鋼
板
滑
り
止
め
対
策

◎
株
式
会
社
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス　

　

 

中
峰 

克
弥　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
高
所
に
存
在
す
る

　
バ
ル
ブ
操
作
箇
所
を
減
ら
し

　
墜
落
事
故
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

◎
株
式
会
社
関
東
コ
ー
ワ 

田
口　
一　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
冷
却
塔
バ
ル
ブ
位
置
改
善

◎
東
京
海
上
日
動
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
株
式
会
社 
森
原 

光
太
郎　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
カ
ー
ト
使
用
時
の
不
自
然
な

　
体
勢
に
よ
る
転
倒
事
故
防
止
及
び
無
理・

　
無
茶
に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
緩
和

◎
株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ　

 

神
田 

暁
生　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
一
般
歩
道
に
お
け
る
通
行
者
へ
の

　
安
全
衛
生
確
保

◎
株
式
会
社
芙
蓉
商
会 

太
田 

雅
行　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
走
ら
な
い
で
！　
お
客
様

◎
三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
株
式
会
社

 

菱
田 

昌
志　
様

　
活
動
の
テ
ー
マ

　
薬
液
投
入
時
、
誤
っ
て

　
別
の
薬
品
を
投
入
し
そ
う
に
な
っ
た

４　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
入
選
者　
表
彰

ヒヤリ・ハット活動報告入選者表彰の出席者の方々と役員ヒヤリ・ハット活動報告例
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東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
課
長

伊
藤 

聖　
様 

　

本
日
は
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
が
皆
さ

ま
の
ご
参
加
の
下
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
で
東

京
労
働
局
管
内
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

令
和
４
年
の
東
京
労
働
局
管
内
の
労
働

災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
罹
患
を
除
い
た

全
業
種
の
死
亡
者
数
は
55
人
で
、
前
年
に

比
べ
て
３
人
減
少
し
ま
し
た
。
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
者
数
は
１
万
８
０
２
人
で
、

前
年
に
比
べ
７
６
０
人
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
災
害

発
生
状
況
を
見
ま
す
と
、
令
和
４
年
の
死

亡
者
数
は
３
名
、
は
し
ご
か
ら
の
墜
落
が

１
名
、
熱
中
症
が
２
名
で
し
た
。
例
年
７

月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
熱
中
症
に
よ

る
死
傷
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
例
年
よ
り
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
、
猛

暑
日
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
に
お
い

て
は
記
録
的
な
暑
さ
と
な
り
、
東
京
に
お

い
て
は
猛
暑
日
が
過
去
最
多
の
日
数
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
お
い
て
東
京
労

働
局
管
内
で
は
９
月
末
日
現
在
で
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
者
数
が
３
名
。
こ
の
３
名
は

い
ず
れ
も
業
種
が
建
設
業
で
は
あ
り
ま
す

が
、
来
年
度
以
降
も
熱
中
症
対
策
を
早
め

に
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

次
に
、
令
和
５
年
の
労
働
災
害
の
発
生

状
況
に
つ
い
て
で
す
。
令
和
５
年
に
お
い

て
９
月
末
日
現
在
の
速
報
値
で
の
死
亡
者

数
は
30
人
、
前
年
に
比
べ
て
２
人
減
少
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
者
数
は
７
２
１
４
人
、
前
年
に
比
べ

て
４
３
０
人
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
災
害
の
発
生

状
況
を
見
ま
す
と
、
令
和
５
年
９
月
末
日

現
在
の
速
報
値
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
罹
患
を
除
い
た
東
京
労
働
局

管
内
の
事
業
場
で
は
死
亡
者
数
は
０
人
、

前
年
に
比
べ
て
２
人
減
少
。
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
者
数
は
３
８
６
人
、
前
年
同
期

と
比
べ
て
10
人
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
型
別
で
見
る
と
、「
転
倒
」、「
墜

落
・
転
落
」、
「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
」
で
労
働
災
害
全
体
の
約
８
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
見
る
と
、
60
歳
以

上
の
高
年
齢
労
働
者
に
よ
る
も
の
が
約
６

割
を
占
め
ま
し
た
。
墜
落
・
転
落
災
害
に

つ
い
て
は
令
和
４
年
に
死
亡
災
害
が
発
生

し
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
墜
落
危
険
場
所

の
高
所
作
業
時
に
お
け
る
墜
落
防
止
措
置

の
徹
底
や
、
墜
落
危
険
場
所
で
使
用
す
る

は
し
ご
な
ど
の
作
業
前
点
検
の
徹
底
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
労
働
災
害
防
止
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

転
倒
災
害
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
は
全
業

種
で
の
転
倒
災
害
の
発
生
割
合
が
27
％
の

と
こ
ろ
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
見
る

と
46
％
を
占
め
ま
し
た
。
転
倒
災
害
防
止

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
段
差
の
解
消
、
乱
雑

解
消
、
ぬ
れ
解
消
を
推
進
し
、
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
京
労
働
局
で
は
令
和
5
年
度
か
ら
第

14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、Safe W

ork TO
K

YO

の
下
、
「
ト
ッ
プ
が
発
信
！
み
ん
な
で
宣

言　

一
人
一
人
が
『
安
全
・
安
心
』」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
官
民
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
本
年

度
は
そ
の
初
年
度
で
す
。
東
京
労
働
局
で

は
第
14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計

画
の
目
標
を
達
成
す
る
べ
く
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ

ま
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
本
日
の
労
働
安
全
衛
生
大
会

を
契
機
に
労
働
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

５　

来
賓
挨
拶
（
要
約
）
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中
央
労
働
災
害
防
止
協
会 

理
事
長

竹
越 

徹　
様

　

令
和
５
年
度
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
が

こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
か
れ
る
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
各
賞

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、
大
変
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
年
の
安
全
衛
生

活
動
に
対
す
る
ご
功
績
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
こ
の
表
彰
を
き
っ
か
け

に
ま
す
ま
す
ご
貢
献
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
移
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

に
従
事
す
る
皆
様
が
、
社
会
活
動
を
停
止

さ
せ
な
い
た
め
の
ご
努
力
に
あ
ら
た
め
て

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
は
、
労
働
災
害
に
お
け
る
死

亡
者
数
が
過
去
最
少
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
逆

に
こ
こ
数
年
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
過
去

20
年
で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
で
は
、
休
業
４
日
以
上
の
死

傷
者
数
は
令
和
４
年
が
３
６
５
９
人
と
、

２
年
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
災
害
の

内
容
を
見
る
と
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の

労
働
災
害
が
６
割
、
転
倒
に
よ
る
労
働
災

害
が
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上

の
高
年
齢
の
労
働
者
は
身
体
の
低
下
や
認

知
機
能
の
低
下
、
こ
の
影
響
に
よ
り
若
年

層
と
比
較
し
て
相
対
的
に
被
災
し
や
す
い

と
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
で
は
、
ゼ
ロ

災
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
今
年
で
50
年
を

迎
え
ま
し
た
。
50
周
年
を
迎
え
た
ゼ
ロ
災

運
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
皆
様

と
と
も
に
労
働
安
全
衛
生
活
動
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

止
計
画
期
間
と
し
、
12
次
労
働
災
害
防
止

計
画
期
間
の
最
終
年
度
と
比
べ
て
13
次
最

終
年
度
を
死
亡
災
害
15
％
以
上
減
少
、
死

傷
災
害
５
％
以
上
減
少
と
目
標
を
立
て

ま
し
た
。
結
果
、
死
亡
災
害
目
標
値
56

人
以
下
に
対
し
55
人
、
死
傷
災
害
目
標
値

９
３
４
５
人
以
下
に
対
し
1
万
８
０
２
人

で
し
た
。

　

令
和
4
年
の
死
亡
者
数
55
人
の
う
ち
建

設
業
が
26
人
で
全
体
の
47
％
を
占
め
ま
し

た
。
事
故
の
型
別
は
、
「
墜
落
・
転
落
」

が
23
人
で
全
体
の
42
％
を
占
め
、
「
熱
中

症
」
で
も
５
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

目
標
の
15
％
以
上
の
減
少
は
、
66
人
か
ら

55
人
に
減
少
し
、
達
成
し
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷

者
数
は
、
1
万
８
０
２
人(

前
年
確
定
値

比
７
６
０
人
、
7
・
6
％
増
加)

と
な
り
、

う
ち
第
三
次
産
業(

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
含
む)

が
７
２
０
１
人
と
全
体
の
66
・

7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
事
故
の
型
で
最

も
多
い
の
は
「
転
倒
」
で
、
型
別
全
体
の

４
分
の
１
を
占
め
ま
す
。
死
傷
災
害
は
、

■
講
師　

東
京
労
働
局
地
方
産
業
安
全
専
門
官　

小
林 

高
士　
様

「
第
13
次
東
京
労
働
局

労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
総
括

　

ま
ず
、
東
京
労
働
局
管
内
の
労
働
災
害

の
推
移
を
見
て
み
ま
す
。
平
成
30
年
か
ら

令
和
４
年
の
期
間
を
第
13
次
労
働
災
害
防

6　

講
演
「
第
14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害

防
止
計
画
と
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
つ
い
て
」
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「
第
14
次
東
京
労
働
局

労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
概
要

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
５
カ
年
計
画
の
第

14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
が
令
和
5
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
労
働
安
全
衛
生
法

で
は
第
６
条
に
、
「
労
働
災
害
の
防
止
に

関
す
る
基
本
的
な
目
標
、
重
点
課
題
を
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
５
カ
年
計
画
を
つ

く
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け

て
東
京
労
働
局
で
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
合

わ
せ
た
目
標
、
重
点
課
題
等
を
定
め
た
計

画
を
作
り
ま
す
。

計
画
推
進
へ
の
基
本
的
な
考
え
方

　

ま
ず
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、

東
京
労
働
局
の
基
本
的
な
考
え
方
が
3
つ

あ
り
ま
す
。
1
つ
目
が
、
本
社
機
能
が
集

中
す
る
東
京
発
の
安
全
衛
生
対
策
の
全
国

へ
の
普
及
拡
大
で
す
。
企
業
本
社
や
関
係

団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
活
用
し
た
対
策
の

展
開
を
行
い
、
全
国
の
労
働
災
害
の
減
少

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

2
つ
目
に
、
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
連
し
た
安
全
衛
生
対
策
の
強
化
で
す
。

は
、
60
歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
の
転
倒

事
故
が
多
い
と
い
う
の
が
特
徴
と
な
り
ま

す
。

目
標
達
成
を
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
の
令
和
4
年

の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
６
２
６

人
、
そ
の
中
で
「
転
倒
」
が
２
８
８
人
と

な
り
、
半
数
近
い
数
値
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
年
齢
別
で
み
る
と
60
歳
以
上
の
死
傷

者
数
が
３
９
４
人
と
な
り
、
全
体
の
6
割

を
占
め
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
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関
連
工
事
に
伴
い
、
増
加
す
る
新
規
入
職

者
や
外
国
人
労
働
者
へ
の
安
全
衛
生
意
識

を
高
め
て
い
く
取
組
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
動
画
等
の

安
全
衛
生
教
育
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

　

3
つ
目
に
、
「
行
政
が
進
め
る
安
全

衛
生
対
策
の
見
え
る
化
」
の
促
進
で
す
。

「Safe W
ork TO

K
YO

」
と
い
う
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
下
、
安
心
・
安
全
な
首
都
東

京
の
実
現
で
す
。
誰
も
が
情
報
を
入
手
し
、

認
識
を
共
有
で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

重
点
事
項
ご
と
の
具
体
的
取
組

①	

自
発
的
に
安
全
衛
生
対
策
に
取
り
組
む

た
め
の
意
識
啓
発

　
　

事
業
者
に
は
、
安
全
衛
生
の
取
組

み
を
見
え
る
化
す
る
仕
組
み
を
活
用

し
、
主
体
的
に
安
全
衛
生
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
安
全
か

つ
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

づ
く
り
は
、
コ
ス
ト
で
は
な
く
て
人
的

投
資
と
い
う
考
え
で
す
。
労
働
者
の
安

全
と
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
労
働
者
の

職
離
れ
、
離
職
率
も
下
げ
ま
す
。
ま
た
、

労
働
災
害
に
伴
う
生
産
設
備
の
停
止
や

各
種
費
用
に
よ
る
経
済
的
損
失
を
回
避

さ
せ
ま
す
。
人
材
の
確
保
・
育
成
を
始

め
と
す
る
組
織
の
活
性
化
、
業
績
向
上
、

社
会
的
価
値
の
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

②	

労
働
者
の
作
業
行
動
に
起
因
す
る
労
働

災
害
防
止
対
策
の
推
進

　
　

行
動
災
害
に
関
し
て
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
指
標
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
が
、

転
倒
災
害
に
対
し
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
の
対
策
に
取
り
組
む
事
業
場
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場
の
割
合
を
２
０
２
７
年
ま
で

に
80
％
以
上
」
「
50
人
未
満
の

小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
の
割
合

を
２
０
２
７
年
ま
で
に
50
％
以

上
」
「
必
要
な
産
業
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
場

の
割
合
を
２
０
２
７
年
ま
で
に

80
％
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
「
自
分
の
仕
事
や
職
場
生
活

で
の
強
い
不
安
、
悩
み
、
ス
ト

レ
ス
が
あ
る
と
す
る
労
働
者
の

割
合
を
２
０
２
７
年
ま
で
に
50

％
未
満
と
す
る
」
と
い
う
ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
と
な
り
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関

し
て
は
、
50
人
以
上
の
事
業
場

に
つ
い
て
は
94
％
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

業
場
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
割
合
は
減
り
、

小
規
模
事
業
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
が
一
つ
の
課
題
に
な
り
ま
す
。
精

神
障
害
等
に
よ
る
労
災
申
請
認
定
件
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
50
人
未
満

の
事
業
場
に
対
し
て
産
業
保
健
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
康

診
断
の
情
報
を
個
人
情
報
に
配
慮
し
つ

つ
、
保
険
者
と
連
携
し
て
健
康
づ
く
り
、

疾
病
予
防
な
ど
の
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

④	

労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
の
推
進

　
　

労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
推
進
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
に
は
、
「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
む
事
業

策)

や
、
個
々
の
労
働
者
の
転
倒
や
け

が
の
し
や
す
さ
へ
の
対
応(

転
倒
等
の

リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
と
結
果
を
踏

ま
え
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
等
、

骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
の
受
診
推
奨
等
の

ソ
フ
ト
対
策)

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

③	

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策

の
推
進

　
　

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止

対
策
推
進
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
に

「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
高
年
齢
労
働
者
の
安
全

衛
生
確
保
の
取
組
を
実
施
す
る
事
業
場

の
割
合
を
２
０
２
７
年
ま
で
に
50
％
以

上
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
「
60
歳

以
上
の
死
傷
災
害
を
２
０
２
２
年
と
比

較
し
て
２
０
２
７
年
ま
で
に
減
少
さ
せ

る
」
と
い
う
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
な
り

ま
す
。
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
関
し

て
は
、
中
小
企
業
事
業
者
に
対
し
て
補

助
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
階
段
に
手
す

り
の
設
置
、
危
険
個
所
へ
の
標
識
等
で

注
意
喚
起
、
涼
し
い
休
憩
場
所
の
整
備
、

高
齢
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
に
関
す
る

研
修
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極

の
割
合
を
２
０
２
７
年
ま
で
に
50
％
以

上
と
す
る
。
2
つ
目
が
、
小
売
業
、
社

会
福
祉
施
設
の
事
業
場
に
お
け
る
正
社

員
以
外
の
労
働
者
へ
の
教
育
実
施
率
を

２
０
２
７
年
ま
で
に
80
％
以
上
と
す
る
。

3
つ
目
が
社
会
福
祉
施
設
の
介
護
、
看

護
作
業
の
ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
の
導
入
事

業
場
割
合
を
２
０
２
７
年
ま
で
に
増
加

さ
せ
る
。

　
　

こ
の
3
つ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
を

実
施
し
た
結
果
と
し
て
、
次
の
ア
ウ
ト

カ
ム
指
標
が
期
待
さ
れ
、
効
果
検
証
を

行
い
ま
す
。
1
つ
目
が
転
倒
災
害
を

２
０
２
２
年
と
比
較
し
て
２
０
２
７
年

ま
で
に
減
少
さ
せ
る
。
2
つ
目
に
、
平

均
休
業
見
込
日
数
を
40
日
以
下
と
す
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
転
倒
は
高
年
齢
に

な
る
ほ
ど
労
働
災
害
の
数
が
多
く
、
特

に
中
高
齢
年
齢
の
女
性
が
転
倒
に
よ
り
、

長
期
の
休
業
に
な
り
や
す
い
で
す
。
加

齢
に
よ
る
骨
密
度
の
低
下
に
よ
り
、
骨

折
し
や
す
く
な
り
休
業
日
数
が
1
カ
月

を
超
え
る
重
篤
な
災
害
に
な
り
得
ま
す
。

　

事
業
者
に
は
、
転
倒
し
に
く
い
環
境
づ

く
り(

段
差
の
解
消
・
見
え
る
化
、
通

路
や
作
業
場
所
の
床
の
水
等
の
拭
き
取

り
、
整
理
整
頓
の
徹
底
等
の
ハ
ー
ド
対
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ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果

を
基
に
集
団
分
析
を
行
い
、
そ
の
集
団

分
析
を
活
用
し
た
職
場
環
境
の
改
善
へ

の
取
組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤	

熱
中
症
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
の

推
進

　
　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
い
て
令

和
４
年
に
熱
中
症
で
亡
く
な
っ
た
人
数

が
２
人
で
し
た
。
こ
の
５
年
間
で
２
人

で
し
た
の
で
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

温
上
昇
に
伴
い
、
今
後
も
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
暑
さ
指
数(

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ)

の

把
握
と
そ
の
値
に
応
じ
た
熱
中
症
予
防

対
策
の
実
施
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
暑
さ
指
数(

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ)

は
、
温

度
だ
け
で
は
な
く
湿
度
、
日
射
・
放
射
、

風
の
要
素
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
指
標

で
す
。
運
動
時
や
作
業
時
で
の
指
針
と

し
て
活
用
さ
れ
、
一
定
の
数
値
を
超
え

る
と
特
別
な
場
合
以
外
は
運
動
を
中
止

す
る
等
の
目
安
が
出
来
ま
す
の
で
、
事

業
場
に
掲
示
す
る
な
ど
熱
中
症
対
策
に

活
用
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

　

東
京
労
働
局
の
第
14
次
労
働
災
害
防
止

計
画
で
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
が
各
事
業

場
に
お
い
て
実
施
す
る
事
項
と
な
り
ま
す
。

そ
の
指
標
を
満
た
し
た
結
果
、
５
年
間
で

死
亡
災
害
は
５
％
以
上
減
少
す
る
、
死
傷

災
害
が
減
少
に
転
じ
る
と
い
っ
た
事
項
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
計
画
に
基
づ
く
取
組
み

が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
毎
年
計
画

の
実
施
状
況
の
確
認
・
評
価
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
計
画
を
見
直
し
ま
す
が
、
皆
様

に
も
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
、
安
全
・
安

心
な
職
場
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私
た
ち
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
含
む
第
三
次
産
業
は
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
始
ま
っ
た
第
14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画
の
中
で
、
死
傷
災

害
が
特
に
多
い
業
種
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
ビ
ル
メ
ン
体
操
の
作
成
や
安
全
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
労
災
防
止
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
転
倒
災
害

は
依
然
と
し
て
多
く
、
熱
中
症
や
墜
落
で
の
死
亡
災
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
計
画
で
重
点
事
項
と
さ
れ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
化
学
物
質

に
よ
る
健
康
障
害
に
も
対
策
が
必
要
で
す
。

　
第
14
次
計
画
の「
ト
ッ
プ
が
発
信
！　
み
ん
な
で
宣
言　
一
人
一
人
が『
安

全
・
安
心
』」
の
精
神
に
則
り
、
事
業
主
、
労
働
者
が
一
丸
と
な
っ
て
労
働

災
害
撲
滅
に
取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
13
日　
公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会　
会
長　

佐
々
木
浩
二

　

本
日
は
、
各
社
の
労
働
安
全
へ
の
取
り

組
み
の
成
果
と
し
て
各
分
野
で
表
彰
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と

え
に
現
場
に
関
わ
る
皆
さ
ん
お
一
人
お
一

人
が
、
労
働
災
害
の
撲
滅
と
技
能
・
技
術

の
研
鑽
に
努
め
ら
れ
た
成
果
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
ご
努
力
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、今
年
度
は
５
年
間
に
わ
た
る
「
第

14
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画
」

の
初
年
度
に
当
た
り
ま
す
。
中
高
年
齢
者

の
作
業
行
動
中
の
転
倒
防
止
を
は
じ
め
と

し
て
、
今
回
の
計
画
の
内
容
は
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
に
課
せ
ら
れ
た
宿
題
と
も
言

え
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
も
計
画
の
達
成

を
目
指
し
て
業
界
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
労
働
災
害
防
止
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
令
和
５
年
度
の
労

働
安
全
衛
生
大
会
の
閉
会
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7　
令
和
５
年
度　
労
働
安
全
衛
生
大
会　
大
会
宣
言

8　

閉
会
の
こ
と
ば

森井梢江　労務管理委員

森井�博子　労務管理委員長



17 かかえない　迷ったことは　すぐ相談

社
会
の
主
な

出
来
事

10
・
11	

将
棋
の
王
座
戦
で
藤
井
聡
太
七
冠
が
勝

利
し
史
上
初
の
八
冠
達
成

10
・
12	

宇
宙
か
ら
降
り
注
ぐ
「
宇
宙
線
」
撮
影

を
す
ば
る
望
遠
鏡
の
観
測
に
よ
り
成
功

10
・
13	

文
部
科
学
省
が
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合
（
旧
統
一
教
会
）
の
解
散
命
令
を
東

京
地
裁
に
請
求
し
受
理

10
・
14	

東
京
都
が
来
年
度
か
ら
の
都
立
大
生
授

業
料
免
除
拡
充
を
発
表

10
・
15	

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
谷
村

新
司
さ
ん
死
去
（
74
歳
）

10
・
16	

2
0
2
8
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の
追

加
競
技
と
し
て
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

な
ど
が
決
定

10
・
17	

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
が
「
ス
マ
イ
ル
ア

ッ
プ
」
に
社
名
を
変
更

10
・
18	

習
近
平
国
家
主
席
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
北
京
で
首
脳
会
談

10
・
19	

訪
朝
し
た
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と

金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
総
書
記
が
会
談

10
・
20	

「
東
京
―
北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
4
年

ぶ
り
に
対
面
開
催

10
・
21	

ア
メ
リ
カ
自
動
車
大
手
３
社
が
労
使
交

渉
で
23
％
の
賃
上
げ
を
提
示

10
・
22	
日
米
韓
が
初
の
合
同
空
中
訓
練
を
実
施

10
・
23	
楽
天
モ
バ
イ
ル
に
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ド
割

り
当
て
決
定

10
・
24	

三
菱
自
動
車
が
中
国
か
ら
の
撤
退
を

発
表

10
・
25	

最
高
裁
が
性
別
変
更
の
「
生
殖
不
能
手

術
」
は
違
憲
と
判
断

10
・
26	

江
東
区
長
が
公
選
法
違
反
疑
い
で
強
制

捜
査
を
受
け
辞
職
表
明

10
・
27	

中
国
の
李
克
強
前
首
相
が
死
去
（
68

歳
）

10
・
28	

Ｇ
７
貿
易
相
会
合
が
大
阪
で
開
催
さ
れ

る

10
・
29	

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
南
ア
フ

リ
カ
が
２
大
会
連
続
で
優
勝

10
・
30	

南
極
観
測
隊
に
初
の
女
性
隊
長
が
決
定

10
・
31	

日
銀
が
金
融
政
策
決
定
会
合
で
長
期
金

利
１
％
超
を
容
認

11
・
1	

環
境
省
が
10
月
の
ク
マ
に
よ
る
人
的
被

害
件
数
が
過
去
最
多
と
発
表

11
・
2	

秋
の
園
遊
会
が
令
和
に
な
っ
て
初
め
て

の
開
催

11
・
３	

岸
田
首
相
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス

大
統
領
と
会
談
し
安
全
保
障
協
力
の
強

化
を
確
認

11
・
４	

蛍
光
灯
の
製
造
と
輸
出
入
を
２
０
２
７

年
末
で
禁
止
す
る
こ
と
を
水
俣
条
約
の

水
銀
規
制
で
合
意

11
・
５	

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
阪
神
が
勝

利
し
38
年
ぶ
り
日
本
一

11
・
６	

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ー
ジ
ー
首
相
が
会

談

11
・
７	

埼
玉
の
自
民
党
県
議
団
が
子
ど
も
放
置

禁
止
条
例
案
を
撤
回

11
・
8	

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
特
殊
詐
欺
容
疑
で

日
本
人
25
人
を
逮
捕	

当協会メールマガジンに
登録しませんか？

　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をいち早くお届け
しています。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコードから登録申込
フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、
　一般問わずに、登録無料
　です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

今
日
は
蒸
し
暑
く
、
地
下
鉄
の
ホ
ー
ム
や
外
に
出
て

歩
く
と
じ
わ
っ
と
汗
を
か
く
。
明
日
は
立
冬
な
の
に
25

度
以
上
の
夏
日
が
続
い
て
い
る
と
い
う
変
な
陽
気
だ
が
、

健
康
に
は
十
分
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
は
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
収
束

の
方
向
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
お
り
、
小
学
校
等
で
は
学
級
閉
鎖
や
全
校
閉

鎖
が
相
次
い
で
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
十
分
気

を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
動
き
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
な
か
な
か
解
決
が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

た
だ
、
何
か
新
た
な
動
き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
え
る
。

　

ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
へ
の
爆
撃
が
続
く
。

ど
ち
ら
が
良
い
悪
い
と
言
え
な
い
が
、
人
道
的
な
問
題

に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
確
立
に
は
、世
界
が
周
り
か
ら
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
罪
の
な
い
子
ど
も
た
ち

が
亡
く
な
っ
て
い
る
現
状
は
悲
惨
で
あ
る
。
早
く
形
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
年
最
後
の
理
事
会
で
あ
り
、
年
明
け
の
１
月
に
は

賀
詞
交
歓
会
と
併
せ
た
理
事
会
開
催
と
な
る
。

　

今
日
は
入
会
の
承
認
案
件
が
あ
る
。
ま
た
、
予
算
編

成
に
つ
い
て
提
案
が
あ
る
ほ
か
、
委
員
会
委
員
の
追
加

選
任
、
さ
ら
に
電
子
デ
ー
タ
の
問
題
に
つ
い
て
提
案
が

あ
る
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
総
務
委
員
長

そ
の
１　
正 

会 

員　
コ
コ
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

そ
の
２　
正 

会 

員　
株
式
会
社
ビ
オ
ス

そ
の
３　
賛
助
会
員　
ア
シ
オ
ッ
ト
株
式
会
社

　

標
記
３
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1　
正
会
員
、
コ
コ
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社
は

昭
和
54
年
に
設
立
さ
れ
、水
処
理
施
設
の
設
計
・
施
工
、

維
持
管
理
の
ほ
か
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
設
備

点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
改
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

従
業
員
の
教
育
研
修
の
ほ
か
、
会
員
に
な
る
こ
と
に

よ
り
事
業
へ
の
プ
ラ
ス
の
効
果
を
発
揮
し
た
い
と
し

て
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。推
薦
会
社
は
東
京
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

そ
の
2　
正
会
員
、
株
式
会
社
ビ
オ
ス
は
昭
和
54

年
に
設
立
さ
れ
、
主
に
給
排
水
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
改
修
を
行
っ
て
き
た
。
当
協
会
に
は
平
成
21
年

に
入
会
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和
３
年
10
月

に
い
っ
た
ん
退
会
し
、
あ
ら
た
め
て
の
入
会
を
希
望

し
て
い
る
。
な
お
、
定
款
施
行
規
則
第
４
条
第
３
号

で
は
「
再
入
会
さ
れ
る
場
合
は
、
理
事
会
の
承
認
に

よ
り
入
会
金
を
免
除
で
き
る
」
と
あ
る
。
今
回
こ
れ

を
適
用
し
、
入
会
金
の
免
除
を
提
案
す
る
。
推
薦
会

社
は
株
式
会
社
ア
ー
バ
ン
テ
ク
ノ
で
あ
る
。

Photo:皇帝ダリア

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第132回

理 事 会 報 告
令和６年度 予算編成方針を承認
■日時　令和５年11月7日（火）午後3時～午後4時
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事19名、監事3名
■出席者　　　　　理事17名、監事3名

■審議事項
第１号議案　入会の承認について

　　その１　正 会 員　ココプラント株式会社
　　その２　正 会 員　株式会社ビオス
　　その３　賛助会員　アシオット株式会社
第２号議案　令和６年度 予算編成方針について
第３号議案　電子取引データの訂正及び削除の
　　　　　　防止に関する事務処理規程の制定について
第４号議案　委員会委員の追加選任について
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■第 132 回理事会

　
そ
の
3　
賛
助
会
員
、
ア
シ
オ
ッ
ト
株
式
会
社
は

令
和
２
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で

あ
る
。
カ
メ
ラ
の
機
能
を
使
っ
た
電
気
・
水
道
・
機

械
等
の
メ
ー
タ
ー
の
自
動
検
針
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
お
り
、
販
路
拡
大
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い

る
。
推
薦
会
社
は
大
成
株
式
会
社
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
令
和
６
年
度
予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

 

【
令
和
５
年
度
上
半
期
決
算
】

　

第
２
号
議
案
提
案
に
先
立
っ
て
、
報
告
事
項
の
令

和
５
年
度
上
半
期
決
算
及
び
令
和
５
年
度
上
半
期
監

査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

Ⅰ　
令
和
５
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書

   

１　
経
常
収
益

　

会
費
収
益
は
、予
算
額
に
対
し
50
％
の
収
入
率
だ
っ

た
。

　

事
業
収
益
は
、
①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に

関
す
る
事
業
は
収
入
率
50
％
、
②
犯
罪
の
防
止
・
治

安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
は
収
入
率

43
％
、
③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る

事
業
は
収
入
率
60
％
と
概
ね
半
年
分
の
収
益
を
確
保

し
た
。
④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
は
収
入
率
49
％
、

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
は
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
下

半
期
事
業
の
た
め
、
収
入
率
45
％
で
あ
る
。

　

以
上
、
経
常
収
益
計
は
、
予
算
額
２
億
９
７
７
０
万

円
に
対
し
て
上
半
期
決
算
額
が
１
億
４
５
１
７
万
円
、

49
％
の
収
入
率
だ
っ
た
。

   

２　
経
常
費
用

 

（
１
）
事
業
費

　

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

は
、
テ
キ
ス
ト
等
作
成
を
下
半
期
に
予
定
し
て
い
る

た
め
、
執
行
率
39
％
。
②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維

持
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費
は
、
ほ
ぼ
予
定

ど
お
り
実
施
し
て
お
り
、
執
行
率
50
％
。
③
建
築
設

備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費
は
、
調
査

報
告
書
の
作
成
、
大
阪
協
会
と
の
情
報
交
換
会
が
下

半
期
開
催
の
た
め
、
執
行
率
35
％
。
④
普
及
啓
発
・

活
用
の
事
業
費
は
、
障
が
い
者
等
自
立
支
援
単
独
事

業
へ
の
応
募
が
少
な
か
っ
た
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
、

絵
画
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
が
下
半
期
な
ど
の
理
由
で
、

執
行
率
36
％
。
⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
は
、
労

務
関
係
テ
キ
ス
ト
作
成
が
下
半
期
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会
館
の
水
道
光
熱
費
の
実
績
減
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

工
事
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
下
半
期
事
業
な
ど
に
よ

り
、
執
行
率
32
％
。

 

（
２
）
管
理
費　

　

退
職
給
付
費
は
年
度
末
に
積
み
立
て
る
た
め
、
上

半
期
支
出
な
し
。
総
会
開
催
費
は
懇
親
会
開
催
費
用

の
縮
減
の
た
め
執
行
率
66
％
。
管
理
費
計
の
執
行
率

は
51
％
。

　

以
上
、
経
常
費
用
計
は
予
算
額
３
億
７
０
４
６
万

円
に
対
し
て
、
執
行
額
は
１
億
５
４
８
２
万
円
、
執

行
率
は
42
％
と
な
っ
た
。

Ⅱ　
令
和
５
年
度
上
半
期
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
11
億
５
１
６
万
円
、
負
債
合
計
は

８
６
１
８
万
円
、
差
し
引
き
一
般
正
味
財
産
残
高
は

10
億
１
８
９
８
万
円
と
な
っ
た
。

Ⅲ　
令
和
５
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内

訳
表

　

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
、
公
１

か
ら
公
４
で
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
、
会
費
・
入
会
金
を

加
え
た
公
益
目
的
事
業
計
も
２
６
５
３
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
上
半
期
末
時
点
で
は
収
支
相

償
を
確
保
し
た
。

　

事
業
比
率
は
公
１
か
ら
公
４
の
小
計
は
60
・
1
％
で

あ
り
、
公
益
事
業
比
率
50
％
以
上
を
達
成
し
て
い
る
。

　

遊
休
財
産
保
有
限
度
額
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
算

出
で
き
な
い
が
、制
限
内
を
維
持
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

 

【
令
和
５
年
度 

上
半
期
監
査
報
告
】
坂
野
監
事

１　
監
査
の
方
法

　

伝
票
、
帳
簿
お
よ
び
証
拠
書
類
を
精
査
し
、
計
算

書
類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。
業
務
監
査
に
つ
い
て

は
、
理
事
会
お
よ
び
そ
の
他
の
会
議
に
出
席
し
、
理

事
の
業
務
報
告
の
聴
取
、
関
係
書
類
の
閲
覧
な
ど
、

必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
き
を
行
い
、
業
務
執
行

の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

２　
監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致

し
、
法
人
の
収
支
状
況
お
よ
び
財
政
状
態
を
正
し
く

示
し
て
い
る
と
認
め
る
。
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す

る
不
正
の
行
為
な
ら
び
に
法
令
お
よ
び
定
款
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
と
認
め
る
。

 

【
令
和
６
年
度 

予
算
編
成
方
針
】

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

前
文
で
は
、
物
価
高
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
令

和
４
年
度
に
60
周
年
事
業
や
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ェ
ア
な
ど
大
規
模
事
業
を
実
施
し
支
出
が
多
か
っ

た
こ
と
、
そ
の
た
め
令
和
６
年
度
は
個
々
の
事
業
に

つ
い
て
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
よ
り
一
層
の
コ
ス
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ト
縮
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て

い
る
。

　

総
括
的
事
項
と
し
て
は
、
全
事
業
に
つ
い
て
見
積

も
り
の
精
査
、
過
去
の
決
算
・
執
行
状
況
の
分
析
お

よ
び
費
用
対
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
徹
底
的
に
支

出
抑
制
に
努
め
、
一
部
を
除
き
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
収

支
差
額
に
収
め
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
す
る
こ
と
、

講
習
会
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
所
管
委
員
会
内
で

収
支
均
衡
が
取
れ
る
よ
う
見
直
す
こ
と
、
実
技
実
習

を
伴
う
講
習
に
お
い
て
は
受
講
料
の
見
直
し
に
も
踏

み
込
む
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

具
体
的
事
項
と
し
て
、
収
益
面
で
は
、
会
員
ニ
ー

ズ
の
高
い
講
習
会
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

る
よ
う
定
員
増
や
開
催
回
数
増
に
努
め
て
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
際
専
任
講
師
を
軸
に
新

規
講
習
会
を
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
、
講
習
会
受

講
料
や
新
た
な
テ
キ
ス
ト
、
書
籍
等
の
価
格
に
つ
い

て
は
収
支
均
衡
を
念
頭
に
設
定
す
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
講
習
会
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
講
師
の
配
置
等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
研
修
機
材

の
更
新
等
を
進
め
教

育
効
果
の
最
大
化
を

図
る
こ
と
、
セ
ミ

ナ
ー
は
会
員
が
求
め

る
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
こ
と
な
ど
、会
員
、

受
講
者
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ェ
ア
は
、
収
支
改

善
に
取
り
組
み
な
が
ら
来
場
者
数
増
に
つ
な
が
る
広

報
・
催
事
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
の
予
算
見

積
書
を
作
成
し
、
12
月
14
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い

す
る
。

第
３
号
議
案　
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正
及
び
削
除

の
防
止
に
関
す
る
事
務
処
理
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
総
務
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

令
和
４
年
１
月
に
電
子
帳
簿
保
存
法
が
改
正
さ
れ
、

電
子
取
引
を
し
た
場
合
は
、
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
の

保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
。
一
方
、
企
業
側
の
準
備
も

考
慮
し
、
令
和
５
年
12
月
末
ま
で
の
２
年
間
は
猶
予

さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
１
月
か
ら
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

デ
ー
タ
の
保
存
等
に
当
た
っ
て
は
真
実
性
や
可
視
性

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
検
討
の
結
果
、
簡
便
で

最
も
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
「
訂
正
削
除
の
防
止
に

関
す
る
事
務
処
理
規
程
の
備
付
け
」
を
選
択
し
た
。

制
定
に
当
た
っ
て
は
弁
護
士
で
あ
る
江
村
理
事
に
内

容
を
点
検
い
た
だ
い
た
。

第
４
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

労
務
管
理
委
員
会
、
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
、

警
備
防
災
委
員
会
に
つ
い
て
11
月
１
日
付
で
委
員
の

追
加
選
任
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
任
期
は
令
和
７
年

６
月
末
ま
で
で
あ
る
。

　

労
務
管
理
委
員
会
労
働
条
件
小
委
員
会
の
須
藤
彰

氏
と
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
教
育
研
修
小
委
員
会

の
渡
邊
淳
也
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
任
の
委
員
を
派
遣

い
た
だ
い
た
株
式
会
社
セ
イ
ビ
と
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
か
ら
、
後
任
に
ふ
さ
わ
し

い
方
々
を
推
薦
い
た
だ
い
た
。
警
備
防
災
委
員
会
教

育
研
修
小
委
員
会
の
小
林
恭
子
氏
は
、
東
京
消
防
庁

に
38
年
間
勤
務
、
そ
の
間
ビ
ル
の
防
災
査
察
業
務
に

13
年
間
従
事
し
た
。
現
在
は
東
京
防
災
救
急
協
会
で

防
火
・
防
災
管
理
者
講
習
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
３
の
開
催

　

会
期
は
11
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
。
会
場
は

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
展
示
棟
で
あ
る
。
出
展
は
約

１
６
０
件
、
26
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
ほ
か
、
16
日
に
は

全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

る
。
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⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
委
員
長

令
和
６
年 
新
年
賀
詞
交
歓
会
開
催
の
ご
案
内

　

恒
例
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
だ
が
、
今
回
は
令
和
６

年
１
月
12
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
の
扱
い
と
な
っ
た
た
め
、
立
食

形
式
で
人
数
制
限
も
な
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
す
る
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

（
ア
）
令
和
５
年
度 

上
半
期
決
算　
　
　
　
　
　

　
　
　
【
令
和
５
年
度 

上
半
期
監
査
報
告
】　
　
　

※
（
ア
）
は
第
２
号
議
案
の
提
案
に
あ
た
り
報
告
済
み

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
修
繕
工
事
の
実
施

報
告

　

１
階
会
議
室
等
内
装
、
全
館
サ
ッ
シ
塗
装
、
地
下

１
階
ト
イ
レ
空
調
機
設
置
工
事
を
実
施
し
た
。
い
ず

れ
も
経
年
劣
化
等
に
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
た
修
繕
で

あ
る
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
副
会
長

令
和
５
年
度
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
実
施
報
告

　

同
大
会
を
10
月
13
日
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館

２
階
で
開
催
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
形
式

で
実
施
、
役
員
や
多
数
の
関
係
者
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

　

当
日
は
東
京
労
働
局
の
小
林
高
士
様
の
講
演
が
あ

り
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
第
14
次
労
働
災
害
防

止
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
の
労
災
発
生
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

採
択
し
た
大
会
宣
言
の
下
、
委
員
会
と
し
て
も
労

働
災
害
撲
滅
に
向
け
、
高
齢
者
の
転
倒
防
止
な
ど
、

継
続
し
た
会
員
支
援
や
事
業
を
企
画
実
施
し
て
い
く
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
小
茅
委
員
長

（
ア
）
第
64
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待

募
集
の
案
内

　

本
事
業
は
年
４
回
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
は
そ

の
３
回
目
で
あ
る
。
12
月
24
日
に
墨
田
区
の
す
み
だ

ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
い
、
10
組
20
名
様
を
現

在
募
集
し
て
い
る
。

（
イ
）
映
画
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
無
料

ご
招
待
券
の
案
内

　

こ
の
映
画
は
、
主
役
の
役
所
広
司
氏
が
渋
谷
の
公

共
ト
イ
レ
で
清
掃
員
と
し
て
働
く
寡
黙
な
男
性
を
演

じ
た
社
会
性
の
強
い
映
画
で
あ
り
、
第
96
回
米
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
国
際
長
編
映
画
賞
部
門
の
日
本
代
表
の
作

品
で
あ
る
。
25
組
50
名
様
を
ご
招
待
す
る
。

（
ウ
）
厚
生
事
業
実
施
報
告

（
ⅰ
）
第
21
回
日
帰
り
バ
ス
旅
行

　

10
月
21
日
に
「
山
梨
ブ
ド
ウ
狩
り
と
桔
梗
信
玄
餅

の
詰
め
合
わ
せ
体
験
」
と
し
て
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
し
て
い
た
が
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
旅
行
日
和

と
な
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
と
て
も
楽
し
め

た
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
33
名
。

（
ⅱ
）
第
２
０
８
回
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
25
日
に
龍
ヶ
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
実
施

し
た
。
こ
ち
ら
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
で
あ
っ
た
。今
大
会
か
ら
表
彰
式
は
パ
ー
テ
ィ
ー

を
伴
う
形
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
の
運
営
。
優
勝

者
は
三
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
千
野
龍

洋
様
、
参
加
者
は
35
名
。

オ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー
実
施
報
告　
　
　

　

令
和
６
年
１
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
改
正
電
帳
法

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
10
月
25
日
に
実
施
し
た
。
講

師
は
税
理
士
の
白
井
一
馬
氏
で
、
会
場
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

合
わ
せ
て
56
名
が
受
講
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
も
予
定
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割

以
上
の
受
講
者
か
ら
「
満
足
し
た
」
と
の
回
答
を
い

た
だ
い
た
。

カ　
広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

第
17
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
東
京
地
区
応
募
作
品
の
審
査
結
果
報
告

　

全
国
協
会
主
催
の
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
全
国
協
会
と
は
別
に
東
京
地
区
か
ら
の
応

募
作
品
に
つ
い
て
当
協
会
独
自
の
審
査
と
表
彰
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
は
東
京
地
区
か
ら
６
１
５
作
品

の
応
募
が
あ
っ
た
。
第
１
次
審
査
で
は
小
学
校
の
図

画
工
作
教
諭
４
名
が
審
査
、
最
終
審
査
は
広
報
委
員

会
で
実
施
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
後
日
表
彰
状
と
副
賞
を
贈
る
。
な
お
、

受
賞
作
品
は
例
年
同
様
令
和
６
年
カ
レ
ン
ダ
ー
の
デ
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ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
し
、
11
月
下
旬
に
会
員
各
社
や

応
募
者
、
都
内
公
立
小
学
校
な
ど
に
送
る
。

キ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
谷
川
委
員
長

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
針
の
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
た
外

国
語
版
掲
示
物
の
作
成

　

委
員
会
で
は
過
年
度
に
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
針
の
不

法
投
棄
お
よ
び
清
掃
現
場
で
の
針
刺
し
事
故
防
止
を

目
的
と
し
て
、
施
設
ト
イ
レ
の
内
扉
な
ど
に
張
っ
て

い
た
だ
け
る
掲
示
物
を
作
成
し
た
。
今
年
度
は
、
今

後
の
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
見
込
み
、
日
本
語
に
加

え
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
を
掲
載
し
た
掲
示
物

を
作
成
し
た
。
会
員
企
業
に
は
既
に
送
付
、協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
追
加

で
印
刷
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

ク　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
向
山
委
員
長

（
ア
）
総
合
訓
練
施
設
「
Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」
見
学
会
の
実
施

　

11
月
17
日
午
後
、
総
合
訓
練
施
設
「
Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｂ
ｌ

ｕ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
見
学
会
を
実
施
す
る
。
施
設
は

３
万
平
米
以
上
で
、
世
界
最
新
鋭
の
訓
練
設
備
を
有

す
る
日
本
最
大
級
の
訓
練
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
は
訓

練
施
設
の
設
備
そ
の
も
の
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、

省
エ
ネ
の
工
夫
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う

点
で
も
参
考
に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

（
イ
）
初
心
者
の
た
め
の
設
備
管
理
入
門
講
習
の
開

催　
　

　

令
和
6
年
1
月
31
日
、
当
協
会
専
任
講
師
の
松
原

氏
が
講
師
を
務
め
る
設
備
管
理
入
門
講
習
を
開
催
す

る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
の
新
入
社
員
や
設
備

管
理
業
務
初
心
者
向
け
の
総
合
的
な
基
礎
知
識
を
一

日
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

（
ウ
）
「
今
だ
か
ら
こ
そ
！
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
」
セ
ミ
ナ
ー
実
施
報
告

　

標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
9
月
15
日
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

定
員
50
名
が
満
席
に
な
っ
た
。
講
師
の
森
氏
は
Ａ
Ｎ

Ａ
の
Ｃ
Ａ
出
身
の
方
で
あ
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
の
基
本
が
学
べ
た
」「
同
業
他
社
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
が
取
れ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

非
常
に
好
評
だ
っ
た
。

（
エ
）
設
備
管
理
・
保
全
講
習
会
の
講
師
派
遣
の
ご

案
内

　

専
任
講
師
の
松
原
氏
が
専
用
講
習
の
開
催
ま
た
は

出
張
講
習
に
出
掛
け
る
講
師
派
遣
事
業
を
始
め
た
。

10
人
、
20
人
ま
と
め
て
自
分
の
会
社
で
授
業
を
受
け

た
い
と
い
う
と
き
に
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。

（
オ
）
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
の
意
見
交

換
会

　

11
月
27
日
、
大
阪
協
会
の
設
備
保
全
の
委
員
と
年

に
１
回
の
意
見
交
換
会
を
大
阪
で
実
施
す
る
。
当
方

か
ら
は
木
村
副
会
長
以
下
11
名
で
参
加
。
テ
ー
マ
は

「
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
」、
こ
れ
は
大
阪
か
ら
の
リ
ク
エ
ス

ト
で
、
当
方
か
ら
は
竹
中
工
務
店
の
事
例
を
主
に
発

表
し
な
が
ら
意
見
交
換
す
る
。

ケ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会　
工
藤
委
員
長

「
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
へ
の
分
か
り
や
す
い
伝
え

方
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
実
施
報
告

　

法
改
正
に
伴
い
障
害

者
の
雇
用
が
促
進
さ

れ
る
一
方
、
多
く
の
企

業
が
採
用
後
の
適
切
な

指
導
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

に
悩
ん
で
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
、

９
月
４
日
に
独
立
行

政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
中
央
障
害
者
雇
用
情
報
セ
ン

タ
ー
の
宮
崎
哲
治
氏
、
忠
津
佳
明
氏
を
講
師
と
し
て
、

当
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
24
名
。
受
講

者
か
ら
は「
指
導
方
法
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
た
」「
協

会
と
機
構
が
連
携
し
た
企
画
や
セ
ミ
ナ
ー
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

コ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
２
４

進
捗
報
告

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
次
回
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

令
和
6
年
７
月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
を
会
期
と
し
、

前
回
同
様
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館

に
て
開
催
す
る
。

　

今
回
よ
り
委
託
業
者
を
提
案
形
式
に
よ
っ
て
決
定

す
る
こ
と
と
し
、
先
日
各
社
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け

て
決
定
し
た
。
今
後
は
委
託
業
者
と
委
員
会
で
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
検
討
し
、
フ
ェ

ア
が
盛
会
に
終
わ
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。
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■第 132 回理事会

サ　
全
国
協
会
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

公
益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
代

議
員
変
更

　

島
田
四
郎
氏
が
９
月
１
日
付
で
理
事
を
退
任
し
た

こ
と
を
受
け
、
関
係
規
程
に
基
づ
き
、
補
欠
順
位
第

１
位
の
木
村
健
司
副
会
長
が
新
た
に
代
議
員
と
な
っ

た
。
９
月
21
日
、
そ
の
旨
を
竹
田
良
平
委
員
長
名
で

全
国
協
会
会
長
宛
て
に
届
け
出
た
。

⑶　
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
９
月
ま
で
の
活
動
報
告

（
法
人
一
般
法
91
条
お
よ
び
定
款
に
基
づ
く
報
告
）

　

代
表
理
事
佐
々
木
会
長
は
、
三
役
会
を
主
宰
し
て

理
事
会
運
営
の
確
認
・
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、
優
良

従
業
員
表
彰
式
に
出
席
、
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
他
団
体
の
行
事
に
出
席
し
、
交
流
を
図
っ
た
。

3
人
の
副
会
長
は
、
三
役
会
、
優
良
従
業
員
表
彰
式

に
出
席
し
た
ほ
か
、
担
当
す
る
委
員
会
で
助
言
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
関
係
の
各
種
行
事
等
に
出
席
、

さ
ら
に
梶
山
副
会
長
に
は
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見

交
換
会
に
出
席
い
た
だ
い
た
。
一
戸
名
誉
会
長
は
、

三
役
会
等
で
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
高
橋
専
務
理
事

は
、
三
役
会
、
関
係
の
委
員
会
等
に
出
席
し
た
ほ
か
、

事
務
局
業
務
の
総
括
的
運
営
を
行
っ
た
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
9
・
10
月
）

9
月
5
日	

三
役
会
、
第
1
3
1
回
理
事
会

　
　

13
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

16
日
～	

会
館
工
事

10
月
3
日	

三
役
会

　
　

12
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

13
日	

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
　

27
日
～
11
月
1
日	

	

海
外
研
修
視
察（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　
　

30
日	

上
半
期
監
査
、
会
館
防
災
訓
練

イ　
今
後
の
予
定

11
月
15
日
～
17
日

 

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

12
月
5
日 

三
役
会
、
地
区
本
部
会
議

令
和
6
年

1
月
12
日 

三
役
会
、
第
１
３
３
回
理
事
会
、

新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

2
月
6
日 

三
役
会

3
月
5
日 

三
役
会
、
第
１
３
４
回
理
事
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
70
社
（
11
月
1
日

現
在
）

⑸　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
令
和
５
年
度 

認
定
職
業
訓
練
功
労
者
に
対
す
る

感
謝
状　

　

こ
の
た
び
東
京
都
か
ら
、
協
会
の
講
師
２
名
に
対

し
て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
る
。
建
築
物
施
設
保
全
委

員
会
所
属
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
、

中
田
成
二
様
に
東
京
都
知
事
感
謝
状
、
建
築
物
衛
生

管
理
委
員
会
所
属
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
株
式
会
社
、
鏡
池
薫
様
に
東
京
都
産
業
労
働
局
長

感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
。

　

中
田
氏
は
13
年
間
に
わ
た
り
講
師
を
担
当
さ
れ
、

幅
広
い
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
主
に
電
気
関
係

の
講
習
会
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
鏡

池
氏
は
、
実
務
経
験
を
基
に
培
っ
た
専
門
知
識
と
技

術
を
生
か
し
て
、
清
掃
資
機
材
の
使
用
方
法
等
の
実

技
指
導
を
担
当
し
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

表
彰
状
の
贈
呈
式
は
11
月
14
日
、
新
宿
の
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
実
施
さ
れ
る
。
お
二
方
に
は
後
日
、

当
協
会
か
ら
も
各
委
員
会
を
通
じ
て
お
祝
い
の
品
を

贈
呈
す
る
。

イ　
令
和
５
年
度
会
員
名
簿
の
発
行

　

令
和
５
年
度
会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
た
。
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群
集
管
理
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
、
韓
国

で
１
５
６
名
以
上
が
犠
牲
と
な
っ
た
雑
踏
転
倒
事
件
の
報

道
に
接
し
、
何
年
も
前
に
私
が
経
験
し
た
出
来
事
を
改
め

て
思
い
出
し
た
の
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
関
連
し
て
、
民
間
警
備
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
近
い
将
来
ど
う
な
る
の
か
、
解
説
し
て
み
よ
う
。

群
集
心
理
は
合
成
の
誤
謬
で
あ
る

　

経
済
学
を
か
じ
っ
た
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
言
葉

に
合
成
の
誤
謬
が
あ
る
。そ
の
意
味
は
、個
々
の
人
に
と
っ

て
適
切
で
も
、
全
体
も
適
切
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で
、
全
体
の
不
適
切
さ
が

回
り
ま
わ
っ
て
個
々
人
の
適
切
さ
を
壊
し
て
し
ま
う
、
と

い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
。

　
著
名
な
投
資
家
で
あ
る
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
は
、

１
９
８
５
年
の
年
次
報
告
書
の
な
か
で
一
部
の
事
業
へ
の

投
資
を
断
念
し
た
理
由
は
「
パ
レ
ー
ド
の
見
物
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
眺
め
を
よ
く
し
よ
う
と
、
み
ん
な
が
背
伸
び
す

る
」状
況
を
避
け
る
会
社
経
営
の
方
針
に
従
っ
た
と
記
し
、

合
成
の
誤
謬
を
適
切
に
把
握
し
対
応
し
て
い
る
。

誰
も
が
納
得
で
き
る
の
か

　
　
　

  

～
上
か
ら
目
線
の
合
成
の
誤
謬
解
決
策

　

日
本
の
経
営
者
は
ど
れ
く
ら
い
合
成
の
誤
謬
に
基
づ
い

て
経
営
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
過
去

の
事
例
は
過
剰
設
備
だ
ろ
う
。
多
く
の
企
業
が
競
っ
て
設

備
投
資
す
れ
ば
、
セ
ク
タ
ー
と
し
て
過
剰
投
資
が
起
こ

り
、過
剰
設
備
に
な
る
。
そ
の
結
果
、生
産
過
多
と
な
り
、

製
品
は
値
崩
れ
し
、
企
業
利
益
は
減
る
。

　

投
資
で
は
な
く
て
、
生
産
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
す

れ
ば
、
設
備
稼
働
率
を
下
げ
て
操
業
せ
ざ
る
を
え
ず
、
実

質
は
や
は
り
過
剰
設
備
に
な
る
。
利
益
率
は
下
が
り
、
過

剰
設
備
は
企
業
価
値
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。
最
新
機
械
設

備
の
導
入
で
生
産
性
が
上
が
っ
て
い
る
の
に
、
利
益
率
は

下
が
る
、
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　

日
本
で
は
、
業
界
の
指
導
者
と
主
管
官
庁
が
集
ま
り
、

産
業
全
体
と
し
て
設
備
投
資
調
整
を
行
い
、
個
々
の
企
業

の
投
資
水
準
を
適
正
化
す
る
方
法
で
こ
の
問
題
を
解
決
し

て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
成
功
し
て
き
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
う
ま
く
い
っ
て
い

る
よ
う
に
み
え
て
も
、
長
期
的
に
は
企
業
の
経
営
セ
ン
ス

を
奪
う
ば
か
り
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
解
決
策
に
納
得
で
き
ず
に
、
マ
イ
ウ
ェ
ー

を
貫
い
た
会
社
は
鉄
鋼
業
、
銀
行
業
に
は
い
た
。
ど
の
様

な
理
由
で
納
得
し
な
か
っ
た
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ

か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
必
ず
し
も
成
果
を
上
げ
著
し
い
成

長
を
達
成
し
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

私
は
納
得
で
き
な
か
っ
た  

～
ロ
ン
ド
ン
の
パ
レ
ー
ド

　

パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
は
１
つ
私
が
体
験
し
た
逸
話
が
あ

る
。
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
喝
采
を
送
り
続
け
、
気
温

も
気
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
パ
レ
ー
ド
大
好
き
人
間
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
私
は
パ
レ
ー
ド
に
は
よ
く
行
っ
て
い

る
。
30
年
前
の
ロ
ン
ド
ン
に
て
、
蚤
の
市
で
有
名
な
ポ
ー

ト
ベ
ロ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
仮
装
行
列
で
の
話
だ
。

　

大
変
な
人
出
で
あ
っ
た
。
帰
り
時
に
な
っ
て
、
貼
り
紙

を
見
て
、
初
め
て
地
下
鉄
の
乗
降
が
規
制
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
た
。
直
ぐ
そ
ば
に
地
下
鉄
出
入
口
が
１
つ

あ
っ
た
。
立
っ
て
い
た
警
官
に
確
認
す
る
と
、
こ
こ
は
降

り
口
専
用
で
乗
り
口
専
用
は
１
キ
ロ
先
に
な
る
と
い
う
。

　

大
変
な
人
ご
み
の
な
か
、
よ
う
や
く
そ
の
駅
に
辿
り
着

く
と
、
地
下
鉄
は
地
下
鉄
で
も
別
の
路
線
だ
っ
た
。
い
ろ

い
ろ
考
え
て
み
た
が
、
他
の
駅
は
近
く
に
な
い
。
仕
方
な

く
電
車
に
乗
り
込
み
、
複
数
の
路
線
を
乗
り
継
ぎ
、
遠
回

り
し
て
や
っ
と
の
こ
と
で
ア
パ
ー
ト
の
自
宅
に
辿
り
着
い

た
。
当
然
な
が
ら
電
車
は
混
み
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
、
疲

労
困
憊
し
て
の
帰
宅
だ
っ
た
。

　

こ
ん
な
規
制
は
出
会
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
地
下
鉄

網
が
都
市
中
心
部
で
は
著
し
く
発
達
し
、
環
状
線
（
サ
ー

ク
ル
・
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
添
付
の
図
を
参
照
）
が
あ

る
ロ
ン
ド
ン
だ
か
ら
出
来
る
雑
踏
警
備
方
法
で
、
イ
ン
フ

ラ
と
地
形
に
よ
っ
て
、
各
地
に
独
自
の
警
備
方
法
が
あ
る

の
だ
。

パ
レ
ー
ド
は

楽
し
い

～
雑
踏
警
備
対
策
の

　
進
歩
を
考
え
て
み
る

文　

学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
ビ
ル
メ
ン
会
社
元
監
査
役　

辰
巳
憲
一

読
者
投
稿



25 安全は　効率や利益よりも　優先する

　

現
場
警
官
と
本
部
の
指
揮
官
は
、
統
制
が
と
れ
、
ク
ー

ル
（
頭
脳
が
涼
し
い
）
な
思
い
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
物
人
の
頭
の
中
は
怒
り
で
燃
え

て
い
る
。
少
な
く
と
も
私
は
そ
う
だ
っ
た
。

民
間
警
備
業
の
勃
興
と
進
歩

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
民
間
警
備

の
始
ま
り
は
日
本
で
は
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
だ
と
言
わ
れ
る
。
今
あ
る
よ
う
な
最
新
技
術
は
な
く
、

ノ
ウ
ハ
ウ
も
確
立
し
て
い
な
い
、
そ
の
当
時
の
経
営
努
力

は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
察
し
が
つ
く
。

　

民
間
警
備
業
は
そ
の
後
大
い
に
発
展
し
た
。
半
世
紀
経

過
し
て
、
２
０
１
９
年
業
界
大
手
の
セ
コ
ム
は
、
巡
回
す

る
警
備
員
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
画
像
を
Ａ
Ｉ
で
解

析
し
、不
審
な
放
置
物
を
検
知
す
る
実
験
を
成
功
さ
せ
た
。

　

Ａ
Ｉ
の
進
歩
も
著
し
い
。
姿
勢
、仕
草
、歩
き
方
と
い
っ

た
行
動
か
ら
、
不
審
行
動
の
モ
デ
ル
に
正
常
と
異
常
を
学

習
さ
せ
、
分
類
し
て
モ
デ
ル
を
作
る
実
験
も
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
（
ア
ー
ス
ア
イ
ズ
と
ボ
ァ
ー
ク
の
２
社
）

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
ど
れ
位
怪
し
い
か
ス
コ
ア
化
し
、

不
審
行
動
を
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
特
定
の
地
域
に

警
備
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
が
巡
回
路
線
を
運
航
し
、
カ
メ
ラ
に
写
る
小

さ
な
人
影
の
挙
動
か
ら
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
不
審
者
か
ど
う

か
判
断
し
、
不
審
者
と
判
断
し
た
場
合
に
は
位
置
情
報
を

管
制
シ
ス
テ
ム
に
伝
達
し
、
不
審
者
を
追
跡
す
る
実
験
も

セ
コ
ム
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
は

４
Ｇ
通
信
で
達
成
で
き
た
。
し
か
も
複
数
の
ド
ロ
ー
ン
を

使
え
ば
、
更
に
高
精
度
に
な
る
。

　

都
市
の
道
路
脇
な
ど
に
埋
め
込
ま
れ
た
セ
ン
サ
ー
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
集
約
し
、
Ａ
Ｉ
に
解
析
さ
せ
、
群

集
の
混
雑
予
測
、
車
両
の
逆
走
予
測
、
な
ど
事
象
の
発
生

を
予
測
し
、
関
係
機
関
に
報
告
さ
せ
る
実
験
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
著
し
い
技
術
進
歩
が
達
成
さ
れ
て
い
る

が
、
も
ち
ろ
ん
課
題
は
残
っ
て
お
り
、
高
精
細
カ
メ
ラ
、

各
種
セ
ン
サ
ー
、
上
空
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
、
な
ど

の
分
野
で
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
メ
ラ
は
ど
こ
ま
で
高
精
細
に
な
る
の
か
、
各
種
セ
ン

サ
ー
の
進
歩
は
ど
う
か
（
例
え
ば
夜
間
に
有
用
な
熱
・
赤

外
線
セ
ン
サ
ー
や
危
険
物
検
知
が
出
来
る
磁
場
セ
ン
シ
ン

グ
の
進
歩
は
あ
る
の
か
）、
上
空
に
は
飛
行
物
が
溢
れ
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
を
ど
こ
ま
で
使
い
こ
な
せ
る
の
か
、

一
部
は
５
Ｇ
を
超
え
て
や
っ
て
く
る
６
Ｇ
と
か
騒
が
れ
て

い
る
移
動
体
通
信
技
術
の
進
歩
に
も
係
わ
っ
て
く
る
。

　

画
像
が
悪
意
で
加
工
さ
れ
る
（
デ
ー
タ
汚
染
）
な
ど
に

対
す
る
対
策
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
可
能
性
の
す
べ
て
を

Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
と
い
う
対
策
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
ど
こ
ま
で
進
歩
す
る
の
か
。

　

将
来
は
ど
う
な
る
か
、
企
業
に
と
っ
て
は
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
機
会
に
な
る
が
、
個
人
的
に
も
楽
し
み
で
あ
る
。
Ｓ

Ｆ
映
画
で
我
々
が
見
た
よ
う
な
世
界
が
ど
う
実
現
し
て
い

る
か
、
特
に
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど
う
活
躍
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
て
み
た
い
。

　

今
で
は
私
は
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
雑
踏
で
は
、
警
察
や

警
備
の
人
の
指
示
は
守
り
た
い
も
の
だ
、
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
一
言
申
し
述
べ
れ
ば
、
管
理
さ
れ
る
群
集

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
置
き
去
り
に
せ
ず
、
人
間
の
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
を
重
視
す
る
と
い
う
よ
う
な
視
点
も
技
術
開
発
の

一
つ
の
大
き
な
目
標
と
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し

い
も
の
だ
。

読 者 投 稿

図　ロンドン地下鉄網の中心部

テムズ川

注
）
市
交
通
局
Ｈ
Ｐ
か
ら
。
黄
色
の
サ
ー
ク
ル
・
ラ
イ
ン
を
中

心
に
縦
横
複
数
の
路
線
が
横
切
る
。
右
下
の
青
の
太
線
は
テ
ム

ズ
川
で
あ
る
。ポ
ー
ト
ベ
ロ
ー・ス
ト
リ
ー
ト
の
最
寄
り
は
ノ
ッ

テ
ン
グ
・
ヒ
ル
・
ゲ
ー
ト
駅
で
、
中
央
少
し
左
に
あ
る
。
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採
用
募
集
に
関
し
て
「
若
手
が
欲
し
い
が
、
な
か

な
か
応
募
者
が
来
な
い
」
と
い
う
お
悩
み
を
抱
え
た

方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
転
職
者
で
最
も
多
い
年
齢
層
は
35
歳
未
満
の

若
者
な
の
で
す
。「
２
０
２
２
年
労
働
力
調
査
（
詳

細
集
計
）」
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
の
転
職
者
数

は
３
０
３
万
人
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
２
０
２
１

年
に
は
２
９
０
万
人
ま
で
低
下
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
０
０
万
人
台
ま
で
回
復
し
て
き
ま
し
た
。
過
去
４

年
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
年
齢
別
に
転
職
者
数
を
グ
ラ

フ
化
す
る
と 

図
１ 

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
で
は
、
25
～
34
歳
の
転
職
者
数
が

75
万
人
で
最
も
多
く
、
35
～
44
歳
が
56
万
人
と
２
位

以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は

以
前
か
ら
続
い
て
い
る
の
で
す
。

　

転
職
を
考
え
て
い
る
人
の
割
合
（
転
職
希
望
者
：

転
職
希
望
者
＋
非
転
職
希
望
者
）
で
も
、
25
～
34
歳

が
22
・
７
％
と
断
ト
ツ
。
し
か
も
、
そ
の
割
合
は
年
々

増
え
続
け
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　　

い
わ
ば
転
職
予
備
軍
は
日
々
増
強
中
で
、「
転
職
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
就
業
者
は
意
外
に
多
い
も
の

で
す
。

　本コーナーは「東京ビルメンお仕事さがし」の運営管理を行っている、株式会社アイデムのWEBサイト「人と仕事
研究所」より、ビルメンテナンス業界の人手不足の一助となるような記事をコラムとしてご紹介するコーナーです。

●文／株式会社アイデム

転職者300万人台に回復、若手
は労働市場にあふれているか？

現
在
働
い
て
い
る
人（
就
業
者
）で
、

転
職
を
考
え
て
い
る
若
手
は
2
割

以
上

転
職
者
は
35
歳
未
満
の

若
年
層
が
最
も
多
い

人手 不 足 を考える

図１　年齢階級別転職者数（2022 年  労働力調査詳細集計より）



27 安全な職場へ　ゼロ災害を目指そう

　

転
職
希
望
者
も
、
実
際
の
転
職
者
数
も
多
い
若
手

層
で
す
が
、
実
は
転
職
潜
在
力
は
ま
だ
ま
だ
高
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

24
歳
以
下
・
55
歳
以
上
の
就
業
者
は
、
転
職
希
望

者
数
と
転
職
者
数
の
乖
離
が
小
さ
く
、
転
職
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
は
実
際
に
転
職
す
る
割
合
が
高
い

よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

一
方
、
25
歳
以
上
54
歳
未
満
の
就
業
者
で
は
、
転

職
希
望
者
数
の
多
さ
の
割
に
実
際
に
転
職
す
る
人
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
最
も
獲
得

し
た
い
年
齢
層
が
ゆ
え
に
、
多
く
の
若
者
向
け
の
求

人
が
出
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
転
職

活
動
に
結
び
付
い
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
意
外
と

も
思
え
る
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
図
３
）

　
「
ｅ
ｎ
ミ
ド
ル
の
転
職
」
の
ユ
ー
ザ
ー
に
聞
い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
興
味
深
い
結
果
が
あ
り
ま
し
た

（
ユ
ー
ザ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
第
54
回
「
転
職
の
リ
ス
ク
」

に
つ
い
て
）。

Ｑ
．
会
社
を
「
辞
め
る
こ
と
に
リ
ス
ク
を
感
じ

る
か
？

●
感
じ
る
67
％
（
非
常
に
感
じ
る
22
％
＋
感
じ
る

45
％
）

●
感
じ
な
い
33
％
（
あ
ま
り
感
じ
な
い
22
％
＋
ほ
と

ん
ど
感
じ
な
い
11
％
）

※
年
齢
層
が
低
い
ほ
ど
会
社
を
辞
め
る
リ
ス
ク
を
低

く
感
じ
て
い
る
（
20
代
51
％
、
30
代
59
％
）

何
故
進
ま
ぬ
？ 

働
き
盛
り
層
の
転
職
事
情

会
社
を
や
め
る
も
リ
ス
ク
、 

辞
め
ぬ
も
リ
ス
ク 

相
反
す
る
リ
ス
ク
に
ジ
レ
ン
マ
あ
り
？

若
手
層（
25
～
34
歳
）の
転
職
は

こ
れ
か
ら
一
気
に
進
む
？

Q

転
職
希
望
者
数

転
職
希
望
者
数

転
職
希
望
者
数

転
職
希
望
者
数

転
職
希
望
者
数

転
職
希
望
者
数

転
職
者
数

転
職
者
数

転
職
者
数

転
職
者
数

転
職
者
数

転
職
者
数

図２　転職希望者の割合（2022 年  労働力調査詳細集計より）

図３　転職希望者と転職者数（2022 年  労働力調査詳細集計より）



28あれ？違う？　違和感あったら　声かけを

Ｑ
．
会
社
に
「
と
ど
ま
る
こ
と
に
リ
ス
ク
を
感

じ
る
か
？

●
感
じ
る
80
％
（
非
常
に
感
じ
る
20
％
＋
感
じ
る

60
％
）

●
感
じ
な
い
20
％
（
あ
ま
り
感
じ
な
い
15
％
＋
ほ
と

ん
ど
感
じ
な
い
5
％
）

※
年
齢
層
で
あ
ま
り
バ
ラ
つ
き
な
し
（
20
代
76
％
、

30
代
83
％
）

　　

辞
め
る
リ
ス
ク（
67
％
）も
、残
る
も
リ
ス
ク（
80
％
）

も
あ
り
、
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
わ
か
り

ま
す
。「
甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

る
け
ど
、
太
っ
た
姿
を
鏡
で
見
る
と
自
己
嫌
悪
」
の

よ
う
な
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
日
々
抱
え
て
過
ご
し
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る

こ
と
は
、
色
々
な
こ
と
を
天
秤
に
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

特
に
、
働
き
盛
り
層
は
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
を
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
リ
ス
ク
は
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
今
後
」
を
よ

り
大
切
に
す
る
が
ゆ

え
に
、
大
き
な
決
断

を
迫
ら
れ
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Q

仕事の内容・職種に満足がいくから 自分の技能・能力が活かせるから 地元だから（U ターンを含む） 賃金が高いから

労働条件（賃金以外）がよいから 安全や衛生等の職場環境がよいから 会社の規模・知名度のため 会社に将来性があるから

転勤が少ない、通勤が便利だから 前の会社の紹介 その他 不明

図４　現在の勤め先を選んだ理由（1 つ）「令和２年転職者実態調査」：厚生労働省
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そ
れ
で
は
、
何
が
求
職
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
転

職
へ
の
意
思
決
定
の
決
め
手
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

図
４
の
グ
ラ
フ
は
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
調
査
で
、

転
職
先
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
聞
い
た
も
の
で
す
。

　

20
代
か
ら
30
代
前
半
に
か
け
て
特
徴
的
な
の
は
、

「
仕
事
の
内
容
・
職
種
に
満
足
が
い
く
か
ら
」
が
高
い

水
準
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
以
降
の
年
代
は
、
経
験

を
ベ
ー
ス
に
「
自
分
の
技
能
・
能
力
が
活
か
せ
る
か
ら
」

の
割
合
が
高
く
な
り
、
50
代
以
降
は
そ
の
傾
向
が
顕

著
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
離
職
理
由
と
し
て
「
賃
金
」
や
「
労

働
条
件
」「
人
間
関
係
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
離
職
理
由
は
、
転
職
先
で
改
善
・
リ
セ
ッ

ト
し
た
い
こ
と
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
た
だ
、
賃
金
や

労
働
条
件
は
、
も
の
す
ご
く
よ
い
待
遇
を
求
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
今
よ
り
も
改
善
し
て
許
容
で
き

る
範
囲
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
絶
対
に
外
せ
な
い
、
最

低
限
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
う
え
で
転
職
の
決
め
手

と
な
る
の
は
、
最
終
的
に
「
仕
事
の
内
容
」
の
よ
う

で
す
。

　

前
述
に
引
用
し
た
、
労
働
力
調
査
に
よ
れ
ば
転
職

希
望
者
は
９
６
８
万
人
。
そ
の
う
ち
34
歳
以
下
が

３
４
４
万
人(

２
０
２
２
年
平
均)

で
、
３
分
の
１
以

上
が
若
年
層
で
す
。

　

景
気
回
復
期
は
、
多
く
の
企
業
で
求
人
が
活
発
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
就
職

に
苦
慮
し
た
若
年
層
は
、
自
分
の
求
め
る
「
仕
事
」

を
積
極
的
に
探
し
始
め
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

２
、３
年
前
か
ら
「
大
量
離
職
時
代
」（The G

reat 

Resignation

）
と
い
わ
れ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
景

気
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
欧
米
で
は
、
大
量
の
自
主
退

職
が
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
経
験
し
た
労
働
環
境
の
大
き
な
変
化
を
受
け
、

今
ま
で
の
働
き
方
を
再
考
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
も
、「
在
宅
ワ
ー

ク
」「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
っ
た
ワ
ー
ド
は
転
職

で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
日
本
で
も
条
件
が
整
え
ば
、大
量
離
職（
転

職
）
時
代
が
や
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
場
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
な

い
労
働
条
件
（
賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
）
の
設
定
と
、

「
在
宅
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
柔
軟
な
勤
務
形
態
の
工
夫
が

必
要
で
す
。
特
に
在
宅
ワ
ー
ク
は
、
若
年
層
に
と
っ

て
「
通
勤
時
間
は
短
い
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
（
時

間
の
ム
ダ
）」「
地
元
か
ら
離
れ
ず
と
も
仕
事
の
選
択

肢
が
広
が
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
訴
求
力
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
企
業
側
か
ら
し
て
も
、
今

ま
で
採
用
を
す
る
上
で
の
競
争
は
、
自
社
通
勤
圏
内

企
業
で
あ
っ
た
も
の
が
、
極
端
に
言
え
ば
全
国
の
企

業
が
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
え
ま
す
の
で
、
そ
の
影
響
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
い
か
に
自
社
の
仕
事
の
内
容
を

「
求
職
者
に
訴
求
す
る
か
」
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
仕

事
の
内
容
を
魅
力
的
に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
試

行
錯
誤
し
て
い
る
若
者
層
に
響
か
せ
る
に
は
「
こ
の

仕
事
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
（
誰
の
、
ど
の
よ
う
な

課
題
に
）
役
立
っ
て
い
る
の
か
？
」「
こ
の
仕
事
す
る

こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
成
長
が
望
め
る
の
か
？
」
な

ど
を
説
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

若
者
層
の
望
む
も
の
は

「
仕
事
の
内
容
」

２
０
２
３
年
、

転
職
潜
在
層
は
動
く
の
か
？

労
働
市
場
に
あ
ふ
れ
出
し
た

求
職
者
の
転
職
先
と
な
り
得
る
か
？



30一歩止まれば　見えるはず　あなたのまわりの　危険箇所

●石井 泰幸 氏　税理士
●江村 利明 氏　弁護士
●金丸 大二 氏　特定社会保険労務士、就業規則、給与計算等
●北山 克己 氏　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士　ビル清掃、病院清掃など清掃全般
●坂 康夫 氏
　技術士、経営工学・品質管理
●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士、POP広告、経営、マーケティング・コンサルティング
●松原 雅人 氏
　建築物環境衛生管理技術者、第一種電気工事士、一級ボイラー技士など
　設備管理全般

相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　技術士　坂　康夫

なんでも
　  相 談
コーナー

経営等に関するさまざまな
相談を受け付けております。

e-mail : pr@tokyo-bm.or.jp まで

　ある会員企業を訪問したときに担当者から「ビ
ルオーナーから委託費の減額要求があって対応に
困っている」と話をされました。一般論として購
入者と供給者の取引において、購入者は、提供さ
れたサービスの価値に対して相応な対価を支払う
ことになります。
　従って、ビルオーナーから委託費の減額要求が
あるということは、提供されたサービスの価値に
対して対価が相応ではないと認識されていること
が考えられます。そこで、このサービスの提供と
受けるサービスの価値との認識の不一致を解くこ
とが必要になります。

　この解の一つに【ビルメン現場の見せる化】が
あると考えます。
　問題は、ビルオーナーはビルメン現場を訪れる
ことはないので、サービスを作り出している現場
の活動実態を知っていただくことがないことで
す。従って、ビルオーナー（側）はビルメン企業
が仕様書通りの仕事をしているかの形でチェック

【業務監査・インスペクション】する、または結
果報告を受けることが常態化しています。しかし、
これでは現場の実態を十分にご理解いただくこと
が難しいです。
　そこで、ビルメン企業はビルオーナーにビルメ
ンの現場を【見せる化】するために、ビルメンサー

ビスの品質保証でもある【作業結果のトレーサビ
リティ】（作業結果を記録に残す）を実現するビ
ルメンテナンスの【アニュアルレポート】を作成
し報告することをお奨めします。

　このアニュアルレポートの内容はビルオーナー
からの要求品質である【KPI】( 重要業績評価指標 )
の管理・改善活動の実績を明示することで、ビル
メン現場の全ての活動を【見せる化】することが
できます。従って、アニュアルレポートの内容は、
ビルメン現場が手に取るように分かることが求め
られます。その結果からビルメンサービスを作り
出す実態を評価いただけると思います。
　あるビルメン企業では、アニュアルレポートを
提出することで「そこまでやっていたのですか！」
と驚かれたそうです。正にアニュアルレポートは
ビルメンサービスの品質保証の確証（エビデンス）
であり、ビルメンサービスを作り出す活動が適切
に評価いただければ対価である委託費とのバラン
スもご理解いただけるのではないでしょうか。

　この【アニュアルレポート】を以って、ビルオー
ナーからの要求品質の【KPI】に対する管理・改
善活動をモニタリングいただけることになり、透
明性のある委託費の要求に対する協議ができると
考えます。

ビルオーナーから委託費の
減額要求があるのは？
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（掲載料無料）

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲

製品情報募集
（掲載料無料）

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

山崎産業株式会社　
Tel 03-5677-3402　https://www.yamazaki-sangyo.co.jp

予め粘着テープに切れ目が入って
おり、テープをはがすことに失敗
しづらい商品

（はがすことに失敗し、過剰に使用し
てしまうことを防ぎやすくなります。）

カーペット、エントランスマット、クッション等に活用できる粘着テープ

綺麗にめくれるななめカットタイプ
の粘着ローラー軽く転がすだけで、
バキュームクリーナーと比較し静か
にお掃除が可能です。

粘着テープ⇒テープ幅 160㎜ ×90 週

本体⇒全長約 285㎜　重量 : 約 350g

NEW

コンドルニューエースローラー
綺麗にめくれる
“ななめカット”

コンドル 
スパイラル粘着テープ
( スペア用 )

SⅡ
スパイラル粘着テープ用

NEW
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広報委員会　STAFF

■委員長　　　吉澤　幸夫

■委　員　　　里見　貴弘
　　　　　　　庄司　和明
　　　　　　　鈴木　英司
　　　　　　　藤井　智宏
　　　　　　　宮下　洋介

広報誌

令和5年12月号（第609号）

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　
ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

委員五十音順

ご
案
内
済
み
一
覧

編  集  後  記

11
月
9
日

【 

協
　
会 
】

 

● 	

令
和
６
年
新
年
賀
詞
交
歓
会　

開
催
通
知

 

● 	

講
習
会

	
	

（
1
）
設
備
管
理
・
保
全
講
習
会
の
講
師
派
遣
に
つ
い
て

	
	

（
2
）
初
心
者
の
た
め
の
設
備
管
理
入
門
講
習

	
	

（
3
）
警
備
・
防
災
講
習
会
の
一
部
中
止

 

● 	

セ
ミ
ナ
ー　

 

採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー

 

● 	

厚
生
事
業

　

 	

映
画
「
P
E
R
F
E
C
T 

D
A
Y
S
」
の
無
料
招
待
券

 

● 	

掲
示
物　

 

労
働
安
全
衛
生
ポ
ス
タ
ー

 

● 	

賛
助
会
員
製
品
等
ご
紹
介
チ
ラ
シ　

 

● 	 

広
報
誌「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」（
2
0
2
3
年
11
月
号
）

　
　
　

 

　

こ
の
編
集
後
記
を
考
え
て
い
た
時
分
、
ア
ジ

ア
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
お
り
、

メ
ダ
ル
獲
得
も
多
数
あ
っ
て
選
手
た
ち
の
頑
張

り
に
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
が
決
定
し
大
変

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
後
書
く
こ
と
は
自
身
の
こ
と
を

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

1
9
8
3
年
の
28
歳
の
時
よ
り
約
40
年
。
現

在
67
歳
の
今
も
現
役
で
建
物
清
掃
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。

　

新
人
の
頃
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
清
掃
の
際
、
時
間

を
空
け
て
戻
る
と
「
パ
キ
パ
キ
」
と
い
う
音
が

し
て
い
て
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
縮
ま
せ
る
事
故
を

起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り
20
年
ほ
ど
定
期
清
掃
を
し
て
い

る
現
場
で
初
め
て
剥
離
の
依
頼
を
受
け
「
綺
麗

に
し
ま
す
よ
」
と
意
気
込
ん
で
実
施
を
し
た
と

こ
ろ
、
剥
離
剤
を
塗
布
し
た
時
点
で
床
材
が
リ

ノ
リ
ュ
ー
ム
と
判
り
、
保
険
に
て
床
の
張
り
替

え
を
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

作
業
を
行
う
前
に
床
材
と
適
し
た
清
掃
方
法

の
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
改
め
て
肝
に
銘

じ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
失
敗
を
し
な
い
様
に
初
心

に
立
ち
返
る
思
い
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
最
初
に
書
い
た
現
在

67
歳
と
い
う
の
は
広
報
委
員
長
の
吉
澤
氏
と
同

い
歳
で
付
き
合
い
も
同
じ
40
年
に
な
り
ま
す
。

何
事
に
も
体
は
資
本
。
仕
事
に
邁
進
し
て
い
く

事
は
勿
論
の
事
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
や
サ
ー
フ
ィ

ン
を
楽
し
く
続
け
て
い
く
為
に
も
お
互
い
に
健

康
で
在
り
た
い
で
す
。

　
　
　

	

株
式
会
社
ツ
カ
サ
美
装　

庄
司　

和
明



告　知　板

33 慣れた仕事に　ひと呼吸　初心忘れず　安全作業

　赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※11 月１日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。

入会
社名 代表者名 所在地 電話番号

アシオット株式会社 三上　楊平 194-0022
東京都町田市森野1-36-2 
セレステ町田3F

042-860-6130

ココプラント株式会社 西村　勝彦 175-0083 東京都板橋区徳丸1-43-16 03-3550-5771

株式会社ビオス 小野　健二 140-0001 東京都品川区北品川1-20-9 03-5479-1501

代表者変更
社名 新代表者名

株式会社エム・アール・ケイ

株式会社片倉キャロンサービス

又吉　孝之

井上　健一郎

告　知　板

33 慣れた仕事に　ひと呼吸　初心忘れず　安全作業

　赤色の太字部分が変更になった箇所です。
※11 月１日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。

入会
社名 代表者名 所在地 電話番号

アシオット株式会社 三上　楊平 194-0022
東京都町田市森野1-36-2 
セレステ町田3F

042-860-6130

ココプラント株式会社 西村　勝彦 175-0083 東京都板橋区徳丸1-43-16 03-3550-5771

株式会社ビオス 小野　健二 140-0001 東京都品川区北品川1-20-9 03-5479-1501

代表者変更
社名 新代表者名

株式会社エム・アール・ケイ

株式会社片倉キャロンサービス

又吉　孝之

井上　健一郎
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